
【出演】

お話: 河北歌壇選者 佐藤通雅 朗読: 田 中きわ子 ､ 佐 々木玲子

演奏: ライア ー アンサンプル クヴェ レ (菅生まさ子 ･ 伊澤久美子 ･ 伊藤裕美 ･ 小松原裕子 ･横山園子)

平成2 5 年7 月7 日( 日) 午後1 4 時 ～ 1 5 時4 0 分 ( 開場 1 3 = 3 0 ～ )

ティ
ー

ラウン ジ ルフラン( T E L O 2 2
-

21 ト 柑6 5)

お申込み

問い 合わせ

入場料 1 5 0 0 円( 要 予約) お茶とお菓子が つきます ｡

F A X O 2 2
-

7 0 7
-

5 2 4 4 メ ー

ル ニr O u d o k u s al o n @ y a h o o . c o j p

住所 ･ 氏名 ･ 連絡先 ､ 希望枚数を明記 の 上 ､ F A X かメ
ー ル でお申し込みください ｡ チ ケットの

郵送時にお振込の ご案内をいたします ｡ 振込手数料 は各自でご負担ください ｡ ご購入後の

チケットの キャンセ ル ､ 払い 戻しはい たしません ｡

0 9 0
-

7 6 6 3
-

4 1 0 2 ( 事務局)

匪頭 仙台市教育委員会 伺 北新報社( 予定)
朗読サ ロ ン虹 の街



ごあ い さ つ

代 表 菊 田 印肉

副代表 石 森 浩 一

発起 人 田 中さわ 子

渡辺 イニ 子

季節は巡 り､ 樺並 木も生命の 菌歌を 奏で て い ま す｡

｢ 街角 か ら奇歌と 青史 の 調 べ を - そ れ は ､ 特別 なも の で

は なく い つ も生活 の 一 部 と し て 身近 に あ る｣ と い う 思 い を

伝 えたく ス タ ー ト し て 4 年目 ､ 皆様 に 支え ら れ て ､ 朗読サ

ロ ン 『虹 の 衛』 は 第 8 回 を 吐え る こ と に な りょ し た ｡

今 回 は ､ 『う た の こ こ ろ う た の い の ち ～ 震災を穐え て

～ 』 と言 う テ
ー

マ の もと ､ 宮 沢 賢治 研 究者 で あ り､ 河 北歌

壇選者の 佐藤埴雅 氏を ゲ ス ト に お哩 え し ､ 長期 に わ たる 個

人 蕊 発行や 鬼歌 へ の 革ノ= 奴み と 3 .
1 1 が ど の よ う に薄 ま れ

たか 寺 に つ い て お 藷 を お伺 い した い と 思 い ます
｡

ま た ､ 震 災 に 直面 し なが ら もそ れを乗 り越 え て ､ 命 の 切

な さ と ふ る さと の 再生を祈り ､ 詠み 続 け た 田 中き わ 子自作

歌を朗読 い た L ます ｡

合 剛 こ は ドイ ツ 生ま れ の 小 さな 竪琴 ･ ラ イ ア
ー

の あ た た

か い 清春を お 楽し み い た だき た い と 思 い ま す の で ､ ぜ ひ ご

来場く だ さ い ますよう ご案内申 し上 げま す ｡

ムラグロプ

1
. お藷 佐 藤適確 氏

2
. 演奏 ラ イ ア

ー ア ン サ ン プ ル ク ヴ ュ レ

●
一

一

3 . 朗読 田 中きわ 子 改 装 よ勺

｢ 花｣ 佐 々 木玲子

｢ .ミ､ る さ と｣ 田 中さ わ 子

4 . 演奏 ラ イ ア
ー

ア ン サ ン プ ル ク ヴ ェ レ

5 . 虹 の 街 ト
ー

ク く佐藤通碑 氏を 囲 ん で >

お 藷 : 佐 藤通 雅 ( さ とう み ちま さ)

1 9 4 3 年老子県水 沢 に 生ま れ る ｡ 東北 大学教育学部卒

業後､ 宮城牒 で 高彼 の 国 藷 教師 と な る ｡
1 9 6 6 キ､ 史

学 忠恕個 人まも ｢ 路 上｣ を創刊 ､ 奇談 に 加 え歌論 ､ 兄窒文

学 論 ､ 単 板 論 な どを展開｡
主 な著書に 『新兵轟音貴意 冷』

( ア リ ス 館) 『宮 沢 賢 治 の 文 学 せ 界よ ( 泰流 杜) ア奇人 ま

ど ･ み ち お』 ( 北 冬 舎) 『宮 沢 賢治東北 砕 石 工 場嵐 師 歯』

( 学尊書柊) 『賢治 東 歌 へ』 ( 薄 々 社) な ど､ 数 々 の 著書

が あ る ｡ 2 0 1 2 年牒 九歌集 『強霜』 ( こ は じ も) で 第

2 7 回 尊敬 丈 号俸甘を受乱 打北 歌壇遽者｡

朗読 : 呵 ヤ き わ 子 ( た な か き わ こ)

宮城県南 三 陸町志津川出身｡ ｢ 郡 山 の 四 季 風 早｣ を･

1 9 8 0 年創刊 ､
3 0 年 間発 行 し 8 6 号で 終刊｡ 歌 人 ｡ 奇集

『燭は ま た昇る』､ 歌集 『涼は受容す』『広瀬川暴椅』『☆

沼』､ 2 0 1 2 年 3 月 ､ 『再 生 の 祈 り 草 の 海』 出 版 ｡
常 希

書 『一女琉歌人 花 の 幻 想』 は 選定図書｡
2 0 1 2 年 ､ 若 杓

神 祖寺 に歌碑が 建立 さ れ た ｡

朗読 : 佐 々 木玲子 ( さ さき れ い こ)

仙 台市風位 ｡ 歌 い 手 の 堀 帝展友子氏 ( ㈱ ア マ
ー

ト ム ジ

カ 代表) ､ き ら 畑掛産土 催 の 鰻 谷智美氏 に声 の 出 し オや

魅力 や に つ い て 学 ぷ ｡ 小 学放 で 打 続 み 聞 か せ を は し め

と す る 鍋読 活 動を行 っ て い る ｡

演奏 : ラ イ ア ー

ア ン サ ン プ ル ク ヴ ュ レ

( 菅生 ょ さ子 ･ 伊 澤 久美子 ･ 伊藤裕 美 り ト松 原格 子
･

横 山 周 子)

ラ イ 7 - と は ､ 思 想家 ル ド ル 7 ･ シ ュ タ イ ナ
ー の も と に

飼 ド イ ツ で 作 ら れ た 竪 琴で あ るっ そ の ル
ー ツ は 古代 メ ソ

ポ タ ミ ア に ま で さ か の ぽ る ｡ 敢牒 で ば 教育 や青 臭療法 と

し て 使 わ れ ､ 日 本で は ｢ 十 と 千尋 の神隠 し｣ の ｢ い つ で

も 何度で も｣ の 演奏で 知 ら わ る よ う に な る ｡

く全域 > 干イ ∠ゾ 亡 L ラウ ンジ ル ブラン 伍こ総連〔j の 一 本南例の 通り一一 阿部登戸i 外雪ご書評二院の鳩のビル の つきあたリ
ー 鰯竪十

クリス ロ
ー ヰ

幣斐遇




